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確立されているのは、International Prognostic Scoring System (IPSS)と、改
















ろ向きに解析した。144 人の対象のうち、PAS 陽性赤芽球を有する症例 (PAS







144人の MDS患者のうち、2007年～2012年に MDSと診断された 83例に







の血液疾患(サラセミア、巨赤芽球性貧血、AML (M6))でも赤芽球は PAS 陽性
となることがあるので、MDS 診断に対して PAS 陽性赤芽球は特異的ではない
が、MDSと診断された患者においては、その予後に関わる可能性がこの研究に
て示唆された。
MDS 患者の予後予測は、他の確立された予後予測システムでも可能ではある
が、PAS陽性赤芽球という因子を加えることでさらに層別化が可能ではないか
と考えられた。
（論文審査の結果の要旨）
以上の研究は、骨髄異形成症候群患者の予後をより正確に予測するための新
たな知見を示す独創性の高い内容であることから、本論文は博士（人間健康科
学）の学位論文として価値あるものと認める。なお、本学位授与申請者は、平
成３０年５月２４日実施の、論文内容とそれに関連した試問を受け、合格と認
められたものである。
（なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際
しては、（平成３１年３月２９日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約した
ものとすることを認める。）
論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文の全文は、本学学術情報リポジトリに掲載し、
公表とする。
ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表することに支障がある
場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。
要旨公開可能日：平成　　年 　月 　日以降
